























































































































































































































: .'①素材 （やわらかさ） ． 
：麟さ
: ＠濯 （束ねる本数） 拿
'、④太さ （束ねた時の全体の太さ）、9
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ていた（図1 図13自分と異なる線の表現への気付き
3)。また，友達
と線の表現をめぐ
り，話す姿も見ら
れた（図 14)。
このような姿は，
線がもつ表現性へ
の気付きがあった
ことを示してい
る。
線のかたちの 図14: 線の表現をめぐる他者との対話
おもしろさや多
様さへの気付きが，他者とつなげ，そして多様な対話が
生み出された。そして，その対話が，自分がつくり出し
た線の表現の価値への気付きをさらに深め， 「つくり出
す」ことの喜びを味わうことにつながり，さらに対話が
生まれるといった循環ができたといえるだろう。
4. 2. 線を媒介とするかかわり合い
上記にあるように，線の表現をめぐる他者との対話が
あった。友達と自分との線の違いを認め，比べる姿は，
線のもつ表現性への気付きがあったからであるといえる
だろう。しかし，この時点で子どもたちは線が何らかの
イメージを伝える力があることを自覚していないことが
考えられる。そこで，線がコミュニケーションの媒介と
しての価値をより自覚できるようにするために，線の並
び替えによる鑑賞活動を取り入れた。その並べ替えの特
徴は，以下の2点であった。
⑰泉のかたちからオノマトペを発想し，そのリズム
のよさによる線の並び
◎線のかたちからイメージを膨らませ，物語性のあ
る線の並び
以上のどちらも線がもつ表現性によりイメージを広
げ，並び替えを行ったことには変わりない。しかし，①
は線によるイメージを言語化し，その言語によるリズム
?
遭 . 
ー~
図16線から物語をイメー ジしたことによる並び
図16の並び替えをしたグループは，魔法の杖から閃
光が走り，最後に爆発するイメージを線の並び替えによ
って表現している。最後の線は，激しく光が飛び散って
いるように感じたという考えも聞くことができた。
いずれにしても，線のもつ表現性を感じ取ることによ
り，そこから広がったイメージに関する対話が積極的に
行われていたといえるだろう。グループ内でイメージに
関する対話がオノマトペによって実現されていたことも
分かる。
5 成果と課題
未だ，意味づけられ名付けられない線の世界であるが
ゆえに，感性を働かせ自己の感覚を呼び起こすことが重
要であった。初めは戸惑いを見せている子どももいた
が，活動が進んでいくにつれ，自分の身体の動きと 「と
っておきの筆」の特質が合わさって生み出されていく線
のおもしろさを感じ，線を何度も描き試したり眺めた
り，考え込んだりしている姿が見られた。そこには，線
の魅力に気付き，自己と対象との間に起こっている，感
性の幅広い対話があったことが分かる。また， （未だ明
確な意味をもたない）オノマトペが指標として働くこと
により，並べ替えることによる鑑賞活動が，より操作的
になり，多様な言語活動につながっていく道が開けたよ
うに思う。
今回線の質や魅力への気付きには成果があったと感
じているが，その気付きを次の表現活動に生かすことが
できなかったという思いが残った。鑑賞と表現の活動を
一体化させることで，より豊かに感性を働かせ形や色に
働きかけたり刺激を受けたりすることができるのではな
いかと考える。鑑賞と表現の活動とが一体となって，よ
り豊かに形や色にかかわる態度や 「つくり出す」ことの
喜びをさらに実感できるような研究を考えていきたい。
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